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【平成２９年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 Ａ＋ 当初計画を上回っており、かつ改善した評価指標による目標達成が見込まれる。 

 Ａ 当初計画が達成されつつあり、今後の目標達成が見込まれる。 

○ Ａ－ 当初計画より一部遅れは見られるが、概ね今後の目標達成が見込まれる。 

 Ｂ 今後の目標達成の見込みはあるが、経費の使用に問題があるため、経費の減額

が適当である。 

 Ｃ 今後の目標達成が見込まれないため、取組の中止が適当である。 

（評価意見） 
CYTOLOGIA は歴史のある雑誌であるが、当該学問分野の進展に伴い、掲載論文の守備範囲、

内容、レベル及び雑誌の構成・形態等の今日的変革を迫られており、現在、改革の最中である。雑

誌の大判化（A4 版化）、英語圏以外からの投稿に対する英文校閲とカラーページの無料化、電子

ジャーナルのオープンアクセス化はすでにほぼ達成されたと考えられるが、アジア、アフリカ、中

南米、オセアニアなど主要投稿地域からの編集委員・編集顧問の充実、海外頒布市場の開拓は未完

成のようである。 
また、平成２９年度以降３１年度までの実施計画と補助金の使途はほとんど同じであり、計画の

進展が見られない。助成期間終了後の計画も投稿料の値上げによって賄うようだが、助成期間中に

体制を整えるべきではないか。現時点では、電子ジャーナルと紙媒体の両立の必要性は理解できる

が、両立にはメリットとデメリットがあり、将来的には、電子媒体への一本化も検討すべきであろ

う。 

 

 
 


